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               審   査   の   要   旨 
本論文は、遺伝子組換えダイズと近縁野生種のツルマメとの時間的隔離が、開花フェノロジーな
どのパラメータを用いた推定式の確立によって可能であることを示したものである。わが国におい
て遺伝子組換え作物が一般圃場栽培された場合には、近縁野生種との交雑による生物多様性影響や
同一種との共存が適切な管理のもとでなされなければならない。本研究は、その際の隔離手法の基
盤となる成果であり、育種学的あるいは規制科学として高い価値を持つ成果である。特に、遺伝子
組換えダイズは実用化されている遺伝子組換え作物種の中でわが国に近縁種が唯一存在する遺伝
子組み換え作物であり、わが国のように小面積に同一種多数品種が栽培され、物理的隔離が困難な
国においては不可欠な隔離手法として遺伝子組換え作物の産業利用という面からも期待されてい
る成果である。 
令和２年１月 16 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
